
公表日：　令和　6年　1月　23日 事業所名：おひさまdekiru Study サービス種類：放課後等デイサービス

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

「課題ルーム」2室、「コグトレルーム」1室、
「サロン」1室を使用し、活動に応じて使い分
けている。

・はい　　　　　　　　　　 43
・どちらともいえない 　4
・いいえ　　　　　　　　　0

移転後、新事業所の室内に入られたことのない保
護者様がいらっしゃる。面談等の機会を通して事業
所内を見て頂く機会を設けていく。

2 職員の適切な配置
子どもの人数や特性に応じて人数配置を
行っている。

・はい　　　　　　　　　　 44
・どちらともいえない 　3
・いいえ　　　　　　　　　0

適正な配置をしているため、継続する。概ね職員1
人に対して児童2人か1人で対応している。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

入室時の構造化・視覚化を行い、自分自身
で身支度できるように工夫している。また2階
に上がるための階段には、手すりを設置して
いる。一階には車いすのまま室内に入ること
のできるスロープが設置されている。

・はい　　　　　　　　　　 40
・どちらともいえない 　7
・いいえ　　　　　　　　　0

・移転し、バリアフリー化された建物構造になってい
る。
・視覚支援を充実させる。
・体格や障害特性に応じた座席の配置、支援ツー
ルを用いている。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

日々の清掃に加え、コロナ対策を常に心掛
け、クラスの入れ替えごとに消毒・除菌・加
湿を徹底している。

・はい　　　　　　　　　　 43
・どちらともいえない 　4
・いいえ　　　　　　　　　0

・空気清浄機、加湿器を使用している。
・使用した文具・おもちゃの除菌を都度行っている。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

事業所内に委員会を設定し、各委員による
今月の達成目標に無かけて人力を尽くして
いる。

・毎月の月例会議と職員講習が毎月行われてい
る。マニュアル化、IT化が進み時短化、効率化が行
われている。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

・利用者の個人情報保護と第三者による外部の評
価を両立させたシステム作りが今後の課題。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

オンラインでの外部研修の参加の他、各職
員のスキルアップを図るために、事業者内で
の独自の研修や外部研修内容報告を行っ
た。

・現在は月２～３回、虐待・コンプライアンス・支援方
法の社内、社外の研修に参加している。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

更新月より前より保護者と現状の確認を含
む打ち合わせを行ったり、発達の面からの
発達検査や学校のテスト結果・学校の成績
等による学習面のアセスメントを実施してい
る。:

・はい　　　　　　　　　　 46
・どちらともいえない 　1
・いいえ　　　　　　　　　0

・医療機関の受診から勧め、医学的見地を合わせ
た専門性の高い、アセスメントの強化を図り、特性
理解を進めていく。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

コグトレやSSTの小グループセッションと、個
別学習を組み合わせて取り組んでいる。

・コグトレやＳＳＴの小グループセッションの継続
・個別学習、集団活動を組み合わせた計画作成を
継続する。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

専門的な意見を基に保護者と相談しながら
今取り組むべき課題を設定し記載している。
また、そのために必要な力をつけるための
土台作りとなる課題の記載を行っている。

・はい　　　　　　　　　　 47
・どちらともいえない 　0
・いいえ　　　　　　　　　0

・随時実践会議を行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用            　　　　　　　　                 (別添様式２)
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

職員全員が周知し、支援計画に沿った支援
の実施を常に心がけ支援にあたっている。

・はい　　　　　　　　　　 47
・どちらともいえない 　0
・いいえ　　　　　　　　　0

・保護者の要望を聞きつつも、本人の特性に配慮し
た支援を行い、理解を得る。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

各課題の定期的な会議や、日々の学習の打
合わせ時、職員間で意見交換を行い支援内
容の改善に取り組んでいる。また研修等で
学んだ知識を実践に活かせるよう報告し
合っている。

・チーム連携を増々と意識し、ミーティングの中新し
い活動の取り入れを考案しながら「学ぶ」楽しさ、
「他者と関わる」楽しさを感じられる活動の取り組み
を考える。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

定期的に休日の開所を行っている。普段で
きないことを出来るように内容の工夫行っ
ている。

・ギフトクラブにて日曜の活動を行ている。
・左記の支援に関する情報を全体へ通知徹底し、
空き状況を伝達するようにする。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

学習支援を中心としている事業のため、多
様なプログラムはないが、日々新たな情報を
取り入れ学習に活かせる活動や余暇活動の
遊びを提案している。

・はい　　　　　　　　　　 40
・どちらともいえない 　7
・いいえ　　　　　　　　　0

・グリッド力や自己肯定感を高める活動を引き続き
考え、保護者にも理解、協力していただく。
・3カ月クールで漢字コンテストや絵画コンテスト、ギ
フトクラブにて様々なイベント活動がある。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

日案を作成しその日の担当・役割を各自把
握するとともに朝礼、各ミーティングを実施し
不備や不足の確認し、ある場合はすぐに訂
正、修正を行っている。また、変更が生じた
場合は速やかに情報共有を図っている。

・インカムを使用し、その場にて指示や連絡ができ
ている。
・非常勤者にも意見や指示のとり間違いがないよ
う、口頭及び実物で示す。
・まずはルーティンを保守し、突然の事案にも対応
する力をつける。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

毎日終礼を実施しケースに応じてカンファレ
ンスを行い次回利用時までに必要な手立て
を話し合う。また、その内容を書面に残し、
休暇の職員も次回出社時に確認できるよう
にしている。

・引き続き、一人の目だけでなくチームとして一人ひ
とりの子どもに適切な支援を行えるようにしていく。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

記入するシートを工夫を凝らしながらどの職
員が見ても分かりやす記述になるように努
めている。その中で改善点や継続すべき課
題の整理を行っている。

・記録内容の的確さや質の向上に今後も取り組み、
チーム全体への指示の徹底を増々行い、PDCAの
流れを止めない支援にする。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

期間を設定して担当及び児童発達支援管理
責任者・保護者とのモニタリングを実施し会
議を通して見直しすべきことがあるか検討し
ている。

・今後もモニタリング、計画の見直し、計画作成の流
れを継続していく。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

臨床心理士及び児童発達支援管理責任
者、パソコン教室講師、課題主任の参加で
会議を行っている。

・毎月の支援会議と毎日の終業時カンファレンスを
行っている。相談所の担当者が参加することは少な
い。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

これまで対象となる児童のご利用はない。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

これまで対象となる児童のご利用はない。
・医療的ケア児講習は数名の職員が受講済みであ
る。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

・同事業所内から移行される方には事前に
Kinderの事業所内で済まされている情報の
伝達を受けている。
・連絡の為のアセスメントシートを保護者に
配布するなどを行っている。

・可能な限り小学校との連携を取り、方針を合わせ
たい。
・学校の指導計画を見せて頂きたいが少ないのが
現状。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

対象となる児童の事業所に対して行ってい
る。

・子どものためにも、次への事業所等に対しての情
報提供は積極的に行いたいと考えている。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

オンライン講座など、専門性の高い研修に
多数参加している。

・全職員に対して、月1回以上行われている。
・支援内容の充実のため、今後も積極的に受講して
いく。

7

児童等発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等デ
イサービスの場合の放課後児童クラブや児
童館との交流など、障害のない子どもと活
動する機会の提供

学習支援の中では、職員・利用者以外との
関りはない。

・はい　　　　　　　　　　 12
・どちらともいえない 　25
・いいえ　　　　　　　   　10

・基本的に個別支援なので交流はない。
・保護者様からは地域の学校に通っているため充
分ではないかとの意見もある。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

新型コロナ予防のため、広く人の出入りはで
きない。

・地域の祭りの参加や講習会にて、可能な範囲で
地域と交流する機会を持つ。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

必要な学習教材の使用目的及び意図を十
分に説明している。

・はい　　　　　　　　　　 46
・どちらともいえない 　1
・いいえ　　　　　　　　　0

・支援した内容を明確に、お子さまの様子も含めて
具体的に伝える方針で振り返りを行う。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

保護者様には作成前、作成後に説明をさせ
て頂いている。

・はい　　　　　　　　　　 46
・どちらともいえない 　1
・いいえ　　　　　　　　　0

・支援計画を説明する際、懇談として時間を充分に
とれるようにしていきたい。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

臨床心理士及び児童発達支援管理責任者
による療育相談を設けている。

・はい　　　　　　　　　　 24
・どちらともいえない 　20
・いいえ　　　　　　　　　3

・心理士面談や他所での研修など、年に数回の講座を設
けている。
・面談がいつでもできることを保護者に伝えていく
・過去においても在籍者に対して20％程度の受講者数止
まりである。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

日頃の学習記録、学習中の写真ををいつで
もオンラインで確認できるシステムを導入し
ている。

・はい　　　　　　　　　　 42
・どちらともいえない 　5
・いいえ　　　　　　　　　0

・振り返りでは足りない方には積極的に面談を勧
め、保護者との関係を密にする。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

随時面談の受け付けを行っている。また、定
期的な懇談もご用意させて頂いている。ま
た、その際、児童発達支援管理責任者、臨
床心理士による助言を行っている。

・はい　　　　　　　　　　 45
・どちらともいえない 　2
・いいえ　　　　　　　　　0

・児発管面談、心理士面談のほか、他所で行われ
ている講座の紹介もする。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

新型コロナ対策のため自粛していた茶話会
を再開した。

・はい　　　　　　　　　　 36
・どちらともいえない 　9
・いいえ　　　　　　　　　2

・今まで行っている講座、面談に加え、保護者同士
の情報交換の場を企画する。
・過去に実施した例では、15％程度の参加率であ
る。
・再開後の参加率は3％程度のため、色々な時間帯
を設定していく。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

・苦情に対しては出来る限り状況を精査し迅
速な対応に努めている。
・寄せられる苦情は多くない。

・はい　　　　　　　　　　 40
・どちらともいえない 　6
・いいえ　　　　　　　　　1

・当日中には対応しているが、マニュアル化等で迅速に対
応する。
・保護者への振り返り時は注意深く接し、話の内容から察
する事柄など、気づきの力を職員が養っていく。
・「わからない」の回答者には苦情が起きていないためと
いうケースが多い。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

・気になる保護者には電話で近況などを伺う
体制は出来ている。
・他、お知らせややり取りにLINEを活用して
いる。

・はい　　　　　　　　　　 46
・どちらともいえない 　1
・いいえ　　　　　　　　　0

・子どもや保護者について少しでも気になること（心
配事）があれば早めの対処も積極的に行う。
・電話やLINEの活用を増やす。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

・ブログによる行事予定、活動報告、WEB
サービス「HUG」による学習記録の提供、
LINEを活用して情報発信を行っている。

・はい　　　　　　　　　　 47
・どちらともいえない 　0
・いいえ　　　　　　　　　0

・所内ポスター貼り出しの活用。
・電話・LINEなど活用して連絡活動を進めていく。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
・取り扱いは厳重に決まった鍵のかかる場
所に保管し、守秘義務を徹底している。

・はい　　　　　　　　　　 46
・どちらともいえない 　1
・いいえ　　　　　　　　　0

・入室された全ての方、保護者の方にも知り得た情
報を他に出さないよう誓約書を頂いている。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

・職員間で作成、共有しているが、保護者へ
の周知徹底は、不十分な点があるようだ。

・はい　　　　　　　　　　 42
・どちらともいえない 　5
・いいえ　　　　　　　　　0

・実施写真の掲示やおたよりで大きく取り上げる。
・保護者への説明、周知を徹底する。
・活動の行い方を保護者へも配布する。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

・年間予定の中に実施日を決め、年2回実施
している。

・はい　　　　　　　　　　 43
・どちらともいえない 　4
・いいえ　　　　　　　　　0

・本年は地震を想定した避難訓練を実施した。
・移転にともなう避難先の変更を通達した。
・訓練の様子を写真で公開し、保護者向け情報発
信を十分に行っていく。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

虐待防止委員会を中心に、毎月考える機会
を設けている。また、ポスター啓発を行った
り、ささいな情報から未然に防げるように努
めている。

・わずかな実例の案件を見逃さず、職員間全体で
共有する。
・月例時にて再度、委員にて見直ししている。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明し、了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

虐待防止委員を中心に必要なケースが出た
場合は、どのようにするか検討会議を実施
するが現在対象者がいない。

・必要なケースにおいて、別途保護者と相談し記述
する。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

・基本的におやつは提供していないが、アレ
ルギーを持っている児童に対しての食材お
やつ(成分)提供に十分に注意を払い、提供
に悩む場合は保護者に必ず連絡を取ってい
る。また、医師の指示書の更新を提出して頂
いでいる。

・保護者と連携し、家庭での対応を聞く。
・おやつ提供の方法や発症時の対応を確認する。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

事業所の特性上、発生事例が少ないため、
発生した際は、伝達用の掲示板に掲示し職
員間の共通理解と対策を図っている。また、
その事例の再発防止に迅速に対応してい
る。

・増々迅速に周知徹底する。
・日々細やかな目で、子どもの安全、安心に全力を
尽くす。

非
常
時
等
の
対
応


